
 さわやかな風に、温かい日差しとなりすがすがしさを感じる季節になりました。 

図書館では、感染予防対策に取り組み本館の「映画観賞会」分館の「赤ちゃんとわ

らべうたであそぼう」を再開します。引き続き感染予防対策のご協力とご理解をお

願いします。詳細は、館内ポスターやホームページをご覧ください。ご参加お待ち

しております。 
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 『クイズで学ぼう季語の世界』     分館所蔵 

             齋藤 孝∥作 ＜児/911/サ＞   

皆さんが季節を感じるのはどんな時ですか？春になると、新しい

木の芽や草に包まれて、明るく華やかに姿を変えていく山。そんな

山の様子を季語では「山笑う」と表現します。俳句等に用いられる

季語は、日常を彩る季節を表した言葉です。本書ではクイズを解き

ながら季語が生まれた背景や意味を知ることが出来ます。 

 

 『いきもの六法』           本館所蔵 

        中島 慶二・益子 知樹∥監修 ＜480.9/イ＞   

 自然の中で生き物や植物を観察したり採集するのは楽しいです

ね。でも採ったり拾ったものが、実は規制対象だったということ

も。日本には自然や生き物を絶滅の危機から守るための法律があ

ります。違法行為をしてしまわないために、知っておくべき法律

や条例を、生き物の種類ごとにわかりやすく解説してくれます。 

 
 

 『ぼくがかわりにとどけるよ』     分館所蔵 

             そのだ えり∥作 ＜E/ソ＞   

 ちいさなネズミのドッチが、しごとをさがしに町にやってきまし

た。とおりを歩いていくと、困った顔のくまのはいたつやさんがい

ます。からだがおおきすぎて、小さなマンションの中へ荷物が届け

られないのです。思わずドッチは「ぼくがとどけてあげましょう

か？」と声をかけます。さて、荷物はぶじに届けられるかな？ 

 

 『図説江戸のカルチャー 教養書・実用書の世界』 
      深光 富士男∥著 ＜022.3/フ＞ 本館所蔵                    

 江戸時代中期以降、板木を使った印刷により、様々な木版本が

出版されました。本書では、化粧法や肌トラブルの解消法を記し

た美容書や小紋デザイン集、江戸の商店ガイド、日本初とされる

金魚の飼育書、百科事典など、多種多様なお役立ち本を紹介。 

豊富な挿絵や解説文から、当時の人々の生活が見えてきます。            

 

本館  

分館     https://www.library-mizuho-gifu.jp 
 

一般 ・ 児童 

＜分館＞ 
わいわい広場 
（子育て支援 

センター主催） 
 

※他にもまだまだあります♪ 一般 ・児童 の

新刊案内をご覧下さい。両館お取り寄せできます。 

貸出中の場合は、予約できます。お気軽にお尋ねください。 

 

★「映画観賞会」      (本館のみ) 第３日曜日 １４：００ ～ ２階・学習室 定員２０名  

★「あかちゃんと 

  わらべうたであそぼう」 （５月分館）年４回     １０：３０ ～ 絵本フロア 

 

☆只今、開催中のイベント☆ 
<本館> みんなの夢おしえて！ ５/８まで  
<分館> ＢＯＯＫ ＢＩＮＧＯ  ５/１５まで 



現在ＤＶＤは貸出もできます

が、やっぱり大きなスクリーンで

観賞もいいものですね。 

みなさまのご参加お待ちして

います。 

コロナの影響でしばらくお休

みしていましたが、今月からまた

開催されることになりました♪ 

 

 

 

 

 

 

 

「この本小さいころ読んだなぁ。」と思うその本、今何歳になったのでしょう？ 

今回は、今も読み継がれるロングセラーの本を集めました。みなさんが子どもの頃

に読んだあの本は、重版をくり返しながら、今もたくさんの人に読まれています。 

  お子さんだけでなく、ぜひ大人の皆さんも児童書に触れてみてください。大人に

なった今だからこそ新しい発見があったり、大切ななにかを思い出すきっかけにな

るかもしれませんよ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『学校では教えてくれないゆかいな漢字の話』 
今野 真二∥著 ＜児/811/コ＞ 両館所蔵 

「八月一日」という苗字は何と読むかわかりますか？答えは 

「ほづみ」。では「栗花落」はどうでしょう？『鬼滅の刃』をご 

存じの方はおわかりですね。「つゆり」です。このような難読漢

字の読み方、漢字のつくりや意味、漢和辞典の使い方などを、 

クイズを交えながら教えてくれます。私たちの身近にあふれて 

いる漢字と、もっと親しくなってみませんか。                 

 『大きな木のような人』     両館所蔵 
いせ ひでこ∥作 ＜E/イ＞ 

 ここはパリの植物園、緑のトンネル、大すきな小路。 

園内でみかけるようになった少女さえらは、ある日おじ

いちゃんのプレゼントにしたいと花をひきぬいたことか

ら、植物学者との交流がはじまります。ひまわりの種を

もらったさえらの心にも小さな芽が育ちはじめます。 

 植物園の木々や花が美しい絵本です。 

 『図書室のはこぶね』           両館所蔵 

                  名取 佐和子∥作 ＜913.6/ナ＞ 

 十年前に貸し出されたままだったケストナーの「飛ぶ教室」

が、図書室に戻ってきた！友人の代わりに一週間だけ図書委員

の仕事をすることになった花音は、同じ図書委員の朔太朗とと

もにその謎を解き明かしていきます。１冊の本をめぐって様々

な人と出会い、つながり、分かり合う……心を揺さぶられる青

春&ミステリー小説です。 

本館 テーマブック 
 

分館 テーマブック 

 Y A
ﾔﾝｸﾞｱﾀﾞﾙﾄ

向け おすすめの本

 

今月のテーマ 

『本が出てくるおはなし・ 

花と緑・おとうさんの本』 
 

今月のテーマ  

『あの本、何歳？ 
～ロングセラー本集めました～』 

 

エルマーのぼうけん

ﾙｰｽ ｽﾀｲﾙｽ ｶﾞﾈｯﾄ

おしいれのぼうけん すてきな三にんぐみ

ﾄﾐｰ=ｱﾝｹﾞﾗｰ∥さく 

74 歳 48 歳 61 歳 


